第２号様式（第５関係）

事　　業　　計　　画　　書

１　申請者の概要
	名　称：
役職名及び代表者名：
住　所：

	連絡先
	
	電話番号
	

	
	
	FAX番号
	

	
	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	
	
	担当者名（役職）
	

	
	資 本 金
(出 資 金)
	千円
	従業員
	人　

	
	主 た る
業　  種
	
	設立年月日
	年　月　日


２　補助事業の内容

	(1) 事業名
	※補助事業（基礎調査）の内容がわかるように簡潔に記載すること。


	(2) 地域資源名
	※活用する地域資源について、青森県地域産業資源活用事業の促進に関する基本的な構想に指定されている地域資源の中から記載すること。


	(3) 事業化しようとする地域資源事業の内容
	※基礎調査後に事業化しようとする地域資源事業の内容について、次の項目に沿って記載すること。
【「新商品の開発、生産又は需要の開拓の内容」、「新サービスの開発、提供又は需要の開拓（観光資源のみ）の内容」】
（記載例）
青森県の名峰△△山の裾野に広がる果樹園地帯で、「学びと癒し」をテーマに、多種多様な体験メニューの企画・実施、受入体制の整備、お土産品等の商品開発に取り組みながら、体験型観光農園事業を展開する。


	
	【新たな活用の視点（新規性）の内容】
（記載例）
全国的に、畜産関係の体験メニューを主体としたテーマパーク型の観光農園や、もぎ取り体験ができる観光農園は見られるが、農業についての「学び」の提供を主眼に置いた観光農園はないことから、多種多様な体験メニューの企画・実施により、四季を通じて、学び・癒し・楽しさを提供する観光農園を目指す。また、これまでには無かった有機的な連携体制の構築により、地域全体での受入体制・事業実施に取り組む。
【域外市場への需要開拓の内容】
（記載例）
グリーンツーリズムへの関心の高まりから、体験型観光や体験型修学旅行へのニーズが高まっており、東北新幹線全線開業やそれに伴うデスティネーションキャンペーン等の好機を最大限に活用し、県内外から、家族連れや小学生から高校生等の幅広い客層の来園を目指し、需要開拓を進める。


	(4) 事業の目的及び概要
	※(3)で記載した地域資源事業の事業化に向けて、どのような目的でどのような基礎調査を行うのか記載すること。
（記載例）
各種体験メニューの整備に向けて、モニターイベントを実施する。また、ＰＲ用パンフレットを作成し、各種イベントへの参加等により、知名度向上に向けてＰＲ活動を展開する。

	(5) 具体的な事業スケジュール等
	※補助事業（基礎調査）の具体的な内容（5Ｗ1Ｈ（誰が、何を、いつ、どこで、どうして、どのように））について記載すること。
（記載例）
企画した体験メニューのモニターイベントを△回開催し、アンケート調査票への記入を通して県外観光客のニーズを調査するとともに、専門家のアドバイスを受けながら、開催方法についての課題抽出・改良、スタッフの接客技術の改善等を行う。

また、観光客向けとタイアップ先開拓用の2種類のパンプレットを作成し、各種イベントへの参加によるＰＲ、地元業者、旅行代理店等へのＰＲを行う。

	(6) 実施期間
	開始予定年月日　　平成　　年　　月　　日

完了予定年月日　　平成　　年　　月　　日


（注）必要に応じて概要図等の資料を添付すること。
